
置や測定条件（温度）が異なることから、分離を優先

したカラム設計となっている。

当社はすでに高分離分析に適した非多孔性充てん剤

カラムとしてTSK

－GEL NPRシリーズを有している。

NPRシリーズは発売当時、飛躍的に高い分離性能を短

時間で得られるカラムであったが、粒子径が小さい





子外表面積が16倍大きいが、細孔が実質的に存在しな

いため、吸着容量は一般的な10um多孔性粒子と比較

し1／10 程度となっている。TSK－GEL STATシリーズ

は充填剤粒子径としてNPRシリーズより大きい粒子設

定となっており、NPRよりも粒子外表面積が小さくな

るため吸着容量ではより不利となるが、充填剤の表面

修飾法を改良することにより、高い試料吸着容量を示

す充填剤とした。図４は、同一サイズカラムに充てん

したTSK－GEL STATシリーズ各粒子径充てん剤と

NPRシリーズの試料負荷量依存性を比較した。NPRカ

ラムに比べ試料負荷依存性に優れることがわかる。

3.4 分離性能

分離性能は、一般的に充填剤の粒子径と相関し、粒

子径が小さいほど分離性能は高くなることが知られて



ズは、NPRシリーズより保持力が強いため素通り成分

が少なく、確認できるピーク数が大幅に増加している。

4.2 DNA－STAT

核酸は一般的に分子量差を利用した電気泳動法によ

り分離、分析されている。この際用いられる分子量マ

ーカー（ここでは1kb DNA Ladder）をアニオン交換
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